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はじめに � 問題の所在 �

本稿の問題の所在を述べる前に，本稿の考察内容
の前提を述べておきたい．筆者は，以前にアメリカ

病院協会（������� �������� ����������：以下，
�）によって公表された「統一的勘定体系及び
定義（����年版）」（������� ����� ������� ���

�� ������� ��� ���������，����：以下，����年版
とする）を詳細に考察した．その考察に入る前には，
アメリカの医療サービスにおけるマネジメントの各
時代区分を明らかにし，その区分に応じて，����年
版が公表された社会経済的背景を考察した．その考
察と，����年版の詳細な考察により提示できたのは，

アメリカの病院会計実務の一端が，その当時の社会
経済的背景の影響を受けながら，洗練したのではな
いかという視点であった ��．
����年版自体も，二回の改訂を重ねており，その

改訂版は以下の通りである．
（�）病院勘定体系（��!!年版）（����� �� �������

��� ���������，��!!：以下，��!!年版とする）��

（�）病院勘定体系（��"!年版）（����� �� �������

��� ���������，��"!：以下，��"!年版とする）

そこで本稿では，まず��!!年版が公表された当時
の社会経済的背景を考察する．その理由は，上記で
述べた����年版の考察方法と同様に，その公表当時
の社会経済的背景が，��!!年版に直接あるいは間接
的に影響を与えたのではないかと考えるからである．
次に，アメリカの非営利組織体会計の意思決定有

用性アプローチに基づく最初の研究であるアメリカ
会計学会（������� ��������# ����������：以
下，）の第一次フリーマン委員会報告書�� ���

（$����� �� ��� ��������� �� ��������# %���&

����� �� ���&���&%�� � '�#���(������［��!!�"	］）
について考察する．その中でも，特に病院に焦点を
当てながら，当時の非営利組織体の会計実務及びそ

の問題点，並びに，その問題に対する委員会の勧告
に限り検討していくことにする．

最後に，アメリカの病院会計実務の一端を明らか
にするために，��!!年版を詳細に考察する．ただ
し，����年版の改訂版として位置付けられる��!!年
版なので，両者を出来る限り比較検討し，両者の重
複部分の考察は出来る限り避けたい．
�．病院経営（会計）の社会経済的背景

アメリカの医療サービスにおけるマネジメントの
各段階は，以下の通り区分出来るといわれている��．
公 共 医 療 の 時 代：���	年代までの医療サービス

マネジメントの最初の期間
ド ク タ ー の 時 代：��)	年代から��!	年代まで
病 院 の 時 代：��!	年代から���	年代まで
マネジドケアの時代：��*	年代
本稿で取り上げる��!!年版は，上記の時代区分の
うち，「病院の時代」に公表されている．そこで，本
稿で考察する社会経済的背景の時代区分は，病院の
時代の始まりである��!	年代から，��"!年版の公表
直前である��"�年までとし，��"!年以降については

紙幅の関係上，別項に譲ることとしたい．
病院の時代のうち，��!	年代から��"�年まではど

のような時代だったのであろうか．
まず，アメリカの医療は，��!	年代から��"	年代

にかけて医療技術が発達することとなった．その
一例としては，核エネルギーと免疫学の発展が，放
射線や，移植に応用されたことが挙げられる．これ
により，医師の役割が劇的に変化した．その変化と
は，医師が，病院で独立して医療に従事し，その他

医療専門家が，医師に指示されることとなったこと
である．その結果，病院のサービスは，医師をはじ
めとしてチームとして提供することとなった��．つ
まり，病院のサービスがチームとして提供されるこ
ととなった結果，雑駁ではあるが，��!	年代以降，
各病院における組織構造は，効率的な医療サービス
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を提供する上で重要性を増してきたといえるのでは
ないだろうか．したがって，後述するように，��!!
年版においては，各病院における組織構造の重要性
を考慮して，サンプル組織の組織構造に基づいて勘

定体系が作成されたと考えることが出来る．
次に，��!	年代以降のアメリカは，ベトナム戦争

や経済成長を伴う貧困階層の拡大が社会問題として
顕在化しており，ジョンソン大統領による「貧困へ
の挑戦」により，社会保障制度の拡充がもたらされ
ることとなった．その具体的内容としては，��!�年
の改正社会保障法により成立したメディケイドや，
��!�年に創設，��!!年より連邦政府によって運営さ
れているメディケアが挙げられる��．

前者は，低所得者に対して医療扶助を行うもので
あり，後者は，高齢者や障害者に対して医療保障を
行うものであった．その結果，��)	年代の後半から
��
	年代の +��� �����（特に被雇用者及びその家
族を対象とした健康保険組合）と +��� ,�����（営
利を目的としない医療保険組合の呼称）の運営開始
に加えて，メディケア及びメディケイドが運営され
たことにより，多くの患者が医療を享受することが
可能となった．

しかし，一方で��!	年代におけるメディケアの制
度の立て方が，��*	年以降におけるアメリカの医療
費問題の一環をなすメディケア危機を生み出す素地
を作り出したことは強調されなければならいといわ
れている��．そのメディケア危機というのは，急速
に増大するメディケア費用の問題である．その危機
は，本稿の考察対象でないが，その危機の解決のた
めに，��*)年のメディケア償還改革が行われた．
ただし，メディケア・メディケイドの成立による

アメリカの病院経営への影響としては，第三者支払
者である +��� �����，+��� ,�����，メディケア及
びメディケイドとの費用償還に関する交渉管理の重
要性の増加が考えられる．つまり，その影響後の病
院は，病院内部の資源管理の必要性だけでなく，そ
の交渉管理の重要性が増加してきたと考えることが
出来る．したがって，��!!年版は，その交渉時の会
計データを適切に提供するために，改訂されたと考
えることが出来る．

最後に，��!	年代の後半から��"	年代のアメリカ
における医療マネジメントの特徴として挙げられる
のが，コンピュタリゼーション及びオートメーショ
ン化による医療情報システムの洗練化である．その
洗練化の背景には，医療における労働集約的産業と
しての労務コストの上昇問題や，複雑さを増す医療
サービスの調整問題が存在していた．その医療情報
システムの一例としては，-�������� ������� ��&

��������� �.���� �����������による /0 ������

�����������の総合医療情報システムが挙げられる．
このシステムは，�������� 1���なシステムであり，
外来，病棟，手術室，検査室，薬局，厨房，事務等

の病院内のほとんどあらゆる部間に設置されたター
ミナルから相互に情報の伝達を行い，これらの情報
を分類，再生，ファイリング，要約から料金計算ま
でを行うものである	�．
こうした医療情報システムの発達は，上記で述べ

た第三者支払者に償還原価データを提供することに
著しく貢献したと考えることが出来る．
したがって，アメリカの病院における��!	年代か
ら��"�年の病院経営（会計）の社会経済的背景とし

ては，主に以下の )点を挙げることが出来る．
（�）医療技術の発達による病院の多機能化（一例

としては，核エネルギーと免疫学の発展を，放
射線や移植へ応用したこと）

（�）メディケア・メディケイドの創設
（)）医療情報システムの洗練化（その結果として

の総合医療情報システムの発展）
�．第一次フリーマン委員会報告書の考察

以下では，第一次フリーマン委員会報告書におけ

る病院の会計実務の位置付けに焦点を当てて考察す
る前に，本報告書の概要について考察する．最初に
述べた通り，本報告書は，アメリカの非営利組織体
会計の意思決定有用性アプローチに基づく，
による最初の研究である
�．
本報告書では，まず「基礎的会計理論に関するス

テートメント」（ ,�������� �� +���� ��������#

-����.：以下，,'+-）を理論的基礎としてい
ることが示されている．次に，非営利組織体の定義

や，営利組織との類似点及び相違点が指摘されてい
る．最後に，当時の非営利組織体会計実務の紹介，
及びその問題点の検討がなされ，それに対する委員
会の勧告が表明されている．
したがって，以下では，本報告書において，非営
利組織体会計の実務を一部構成する病院の会計実務
が，いかに位置付けられているかに焦点を当てて考
察していくことにする．
第一に，本報告書の注目すべき点は，が従

来，非営利組織体の会計領域において，会計原則及
び実務の勧告を公表しておらず，2�%も十分に
非営利組織体の会計領域を取り扱ってこなかったこ
とが指摘されている点である．その一方で，本報告
書では，多くの非営利組織体グループの機関あるい
は協会が，各組織，あるいは組織の特定のタイプ毎
に，ガイドラインを別個独立に作成してきたことに
ついて指摘しており，そのガイドラインの一つとし
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て，��!!年版が取り上げられている（フリーマン報
告書，*
）���．
第二に，本報告書は，「大半の非営利組織体会計

における最近の会計及び報告に関する実務は，ほと

んど排他的に，年度毎の個々の基金実体に対する法
的な現金会計責任（������ ��������3����.）から発
展し，その責任に焦点に当てており，しばしば目的
適合性と普遍性を欠き，,'+-において提案さ
れる会計目的���を十分に満たしていない」という
認識に基づいている（フリーマン報告書，*!）．し
たがって，本報告書では，「基金毎の会計報告書の有
用性は，制限されるので，全体としての複合業務実
体の適切な情報を提供する方法として，基金を結合

し，あるいは基金情報を統合する追加的報告書の開
発に注意が向けられることが望ましい」と勧告して
いる（フリーマン報告書，��）．
つまり，大半の非営利組織体会計（病院会計を除
く）は，本報告書で指摘されている個々の基金実体
に対する法的な現金会計責任に焦点を当てる余り，
全体としての複合業務実体の適切な情報を提供して
おらず，その結果，,'+-の会計目的を十分に
満たしていなかった．そこで，筆者は，紙幅の関係

上，別項で詳細は述べるとしても，��!!年版が，基
金情報を統合する追加的情報の開発が望ましいとい
う勧告の趣旨を先取りする形で公表されたのではな
いかと考える．
第三に，本報告書は「大半の非営利組織体業務の

会計及び報告は，個々の基金毎の予算及びその他法
的拘束性の遵守に関する会計責任を支えるものとし
て発展してきた．そうした発展は，効率性よりも，
法令遵守が強調され，さらに，総合的な組織目的及

び責任の側面よりも，個々の基金毎の側面において
強調されてきた」としている（フリーマン報告書，
��"）．その中でも，当時の非営利組織体会計におい
て利用されていた効率性の測定に貢献する原価計算
の例として，病院の例を取り上げている．その具体
的な内容としては，以下の通りである（フリーマン
報告書，��"���*）．
（�）患者日数毎の原価
（�）修正発生基準において，特定の病棟あるいは

部門に配賦された原価
（)）提供された食事毎の食事原価
（
）従業員，医師等のための賄い食の原価（準備コ

ストを含めた）
最後に，本報告書は，��!!年版で推奨されている

病院の外部報告と，単科大学及び総合大学，並びに
大半の，その他非営利組織体の外部報告を比較して
いる．その比較を通じて，病院の外部報告の特徴と

して，以下の点が指摘されている（フリーマン報告
書，�)���)!）．
（�）基金毎の財政状態計算書（���������� ��  &

������� ���������）

（�）多様な基金タイプのセクションに分割した連
結貸借対照表（� ������������ 3������ �����）
の作成

（)）損益計算書（ ������ ���������）における純
利益の算定表示

（
）適切な附属明細表が，ユニットコスト情報の
統計表示を含めた要約を提供している点

（�）病院が行政機関所有の場合に，計算書類に通
常，発生収益及び費用の予算額との比較を示

す計算書が補足される点
一方で，自治体，単科大学及び総合大学，並びに

大半の，その他非営利組織体の外部報告は，本報告
書の検討結果からも推測出来るように，全体として
の組織の業務報告よりも，基金実体及び個々の基金
を通じた資源のフローを反映することが強調されて
いる．その結果，それらの外部報告書では，公表さ
れた報告書において，連結計算書（������������ ��

������������# ����������）がめったに利用出来な

いとしている．その他にも，病院以外の非営利組織
体会計では，通常，資本的支出と収益的支出が区分さ
れておらず，減価償却費が財務諸表において認識さ
れていない（自動持続資金〈����&���������# �����〉
を除いて）としている（フリーマン報告書，�)!）．
最後に，上記では，本報告書における病院会計の

実務に関する位置付けに焦点を当ててきた．本報
告書の考察で判明したことは，当時の病院会計が，
大半の非営利組織体と比較した場合に，上述の患

者日数毎の原価をはじめとした原価計算を例とし
て，効率性の側面で優れていたことである．その
他にも，本報告書の考察で判明したことは，当時の
病院会計の外部報告が，大半の非営利組織体と比
較した場合に，主に（�）基金毎の財政状態計算書
（���������� ��  ������� ���������），（�）多様な基
金タイプのセクションに分割した連結貸借対照表（�

������������ 3������ �����）の作成，及び（)）損
益計算書（ ������ ���������）における純利益の算

定表示を例として，総合的な組織目的及び責任の側
面で優れていたことである．
�．����年版の考察

以下では，最初に述べた通り，まず����年版と比
較しながら，��!!年版の特徴を述べる．その次に，
��!!年版の内容を，����年版と比較検討することに
よって考察したい．
まず，����年版と比較した場合の��!!年版の特徴
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は，サンプル組織の組織構造に基づいて勘定体系が
作成されている点である（��!!年版，
 ��	）���．
その理由は，��!!年版において，計画及び統制の目
的を確立するマネジメント機能の効果として，有効

な組織構造の存在を挙げているからであると考える
（��!!年版，�）．また，その作成の背景には，����
年版の公表当時よりも，本稿の社会経済的背景で述
べた医療技術の発達による病院の多機能化の影響が
存在する．したがって，その存在は，サンプル組織
の組織構造に基づく勘定体系の作成に影響を与えた
のではないかと推測出来る．
次に，����年版と比較した場合の��!!年版の特徴

は，�が推奨している「一般に認められた会計原

則」（#�������. �������3�� ���������# ����������）
について記述している点である（��!!年版，��）．し
かし，��!!年版で記述されている「会計原則」につい
ては，正確な定義が無いとした上で，��!!年版の「会
計原則」は，概念（�������），公準（����������），
慣行（���4�������）及び規制（����）を含めた幅広
い意味で定義されているとしている．その他にも，
営利組織に適用される多くの会計原則は，病院に等
しく適用されるとしている．しかしながら，「病院

の特異な属性」は，しばしば，一般的な会計原則の
修正，あるいは新たな会計原則の開発が必要である
としている（��!!年版，��）．
最後に，����年版と��!�年版の比較検討で明らか

となる改正内容は，����年版では，主に病院の勘定
体系を提供する役割のみであったのが，��!!年版で
は，その役割だけでなく，病院会計の理論的規範及
び実践規範としての役割も存在することである．そ
の両規範としての役割を果たすために，��!!年版に

おいては，病院の会計原則の基礎として，�つの基
礎概念（+,2� �'��/%-,）���と，)つの会計
慣行（��'��-2�5 �'��/�-2'�,）��� を
取り上げている（��!!年版，����
）．
そのうち，以下では，�つの基礎概念のうち，営
利組織とは異なる「病院の特異な属性」の問題を示
している会計実体，安定した貨幣単位及び測定の基
礎概念についてのみ考察し，)つの会計慣行につい
ては，紙幅の関係上，別項にて考察する．

第一に，「会計実体の基礎概念」については，会計
実体，あるいはユニットに関する基礎概念であると
している（��!!年版，��）．会計目的の観点からす
れば，病院それ自体は，購買，販売，及びその他経
済活動を行うことが可能な会計実体である．しかし
ながら，病院の大半の部門は，通常，会計士が取り
扱う必要性があるために，病院全体の計画及び統制
目的の観点からすれば，病院全体の下位実体，ある

いは会計責任のユニットとして，かなり重要性があ
るとしている．つまり，この「会計実体の基礎概念」
で取り上げている「病院の特異な属性」とは，病院
内部の下位実体としての「部門」の存在であり，病

院全体の計画及び統制目的の観点からすれば，重要
であるということである．
第二に，「安定した貨幣単位の基礎概念」につい

ては，貨幣単位により経済活動を記録・測定する前
提に関する基礎概念であるとしている（��!!年版，
�)）．この概念は，貨幣測定可能な会計事実のみに
限定されるという特徴を有している．その特徴によ
り，貸借対照表（+������ ,����）及び損益計算書
（2����� ,��������）に直接反映させられない例と

して，病院の経営管理者の健康問題，医療スタッフ
の能力，及びナーシングサービスのモラル及び献身
さの度合い，あるいは病院のコミュニティからの信
頼及び満足度が挙げられている．つまり，この「安
定した貨幣単位の基礎概念」で取り上げている「病
院の特異な属性」とは，病院の経営管理者の健康問
題等をはじめとする非財務的評価項目の重要性の存
在である．
最後に，「測定の基礎概念」については，一般に歴

史的原価が病院会計における資産の評価及び費用の
記録の基礎としていることを示す基礎概念であると
している（��!!年版，�)���）．しかしながら，病院
は，しばしば，寄付により資産及びサービスを取得
するため，その場合は，一般的な意味での歴史的原
価が存在しないことを示している．しかし，その場
合にも取得した資産，又はサービスは，それらの受
取時に，公正な市場価値で会計記録すべきであると
している．また，寄付により受取った資産が減価償

却資産ならば，その資産の減価償却費もまた，病院
に寄付された日の資産の公正な市場価値に基づいて
計算されなければならないとしている．つまり，こ
の「測定の基礎概念」で取り上げている「病院の特
異な属性」とは，寄付による資産及びサービスの取
得が，病院において，しばしば存在し，具体的に言
えば，そうした資産の評価及び減価償却費等の費用
計上の問題が存在することである．

お わ り に

上記までの考察内容を要約すれば以下の通りで

ある．
本稿では，上述した通り，まず，��!!年版が公表

された「病院の時代」区分のうち，��!	年代から，
��"!年版が公表される直前の��"�年までの社会経済
的背景を考察した．その考察で明らかになった社会
経済的事実は，以下の通りである．
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（�）医療技術の発達による病院の多機能化（一例
としては，核エネルギーと免疫学の発展を，放
射線や移植へ応用したこと）

（�）メディケア・メディケイドの創設

（)）医療情報システムの洗練化（その結果として
の総合医療情報システムの発展）

（�）は，��!!年版において，病院の多機能化を
反映したサンプル組織の組織構造に基づいて勘定体
系が作成されたことに影響を与えたと考えることが
出来る．（�）によるアメリカの病院経営の影響とし
ては，当初の第三者支払者である+��� �����，+���
,�����に，メディケア・メディケイドが加わったこ
とが挙げられる．その結果，各病院では，病院外部

の第三者支払者との費用償還に関する交渉管理の重
要性が増加し，��!!年版は，その交渉時の会計デー
タを適切に提供するために，改訂されたと考えるこ
とが出来るとした．（)）は，��!!年版と共に，第三
者支払者へ償還原価を提供することに著しく貢献し
たのではないかと考えることが出来る．
次に，本稿では，第一次フリーマン委員会報告書

における病院会計の実務の位置付けに焦点を当てて
考察した．この考察により，筆者は，当時の病院会

計の実務が，大半の非営利組織体の会計実務と比較
した場合に，以下の �点で優れていると考える．
（�）効率性の側面（患者日数毎の原価をはじめと

する病院の原価計算を例として）
（�）総合的な組織目的及び責任の側面（主に，基金

毎の財政状態計算書〈���������� ��  �������
���������〉，多様な資金タイプのセクションに
分割した連結貸借対照表〈� ������������ 3��&

���� �����〉の作成，及び損益計算書〈������

���������〉における純利益の算定表示を例と
して）

最後に，����年版との比較検討を通じて明らかに
なった��!!年版の特徴としては，以下の �点を挙げ
ている．
（�）サンプル組織構造に基づいて勘定体系が作成

されている点
（�）�が推奨している「一般に認められた会計

原則」（#�������. �������3�� ���������# ����&

������）について記述している点

（�）の背景には，����年当時よりも，本稿の社
会経済的背景で述べた医療技術の発達による病院の
多機能化の影響が存在する．
（�）について詳細に述べるとすれば，以下の 
点

を挙げることが出来る．
��営利原則に適用される多くの会計原則は，病院に
等しく適用される点
�� ��が原則であるけれども，「病院の特異な属性」
は，しばしば，一般的な会計原則の修正，あるいは
新たな会計原則の開発が必要であるとしている点
)�����年版では，主に病院の勘定体系を提供する役
割のみであったのが，��!!年版では，その役割に加
えて，病院会計の理論的規範及び実践規範としての

役割も存在する点

���!!年版における病院会計の基礎として，�つの
基礎概念（+,2� �'��/%-,）が存在する．そ
の �つの基礎概念のうち，「会計実体の基礎概念」，
「安定した貨幣単位の基礎概念」，及び「測定の基礎
概念」については，「病院の特異な属性」の問題を，
以下の通り示している．
「会計実体の基礎概念」� � � 病院内部の下位実体とし
ての「部門」の存在

「安定した貨幣単位の基礎概念」� � � 病院における非
財務的評価項目の存在
「測定の基礎概念」� � � 寄付による資産及びサービス
の取得が，しばしば存在し，そうした資産の評価及
び減価償却費等の費用計上の問題が存在すること
したがって，筆者の今後の課題は，紙幅の関係上，
上記で検討出来なかった��!!年版の )つの会計慣行
（��'��-2�5 �'��/�-2'�,）を詳細に考
察することである．

さらに，その考察だけでなく，筆者の今後の課題
は，本稿の最初で示したアメリカの医療サービスに
おけるマネジメントの各段階（公共医療の時代，ド
クターの時代，病院の時代，マネジドケアの時代）
における社会経済的事実を明らかにし，��!!年版の
改訂版である��"!年版が，いかに，その社会経済的
事実から生じる病院の経営管理の必要性に対応して
いったのかを明らかにすることである．引き続き，
筆者の研究課題としたい．

注

� � ）この報告書は，�．�．フリーマン教授を委員長とする �つの委員会報告書のうち，最初の報告書である．�つの委員

会報告書の詳細については，池田��を参照されたい．

� � ）�� �	
�� �����	�は，サンフランシスコから南へ約����
下ったマウンテンビューという小都市に存在し，病床

数���，外来患者年間延べ約 �万人という中規模の総合病院であった．����年に �������
 
����	� ����
	���
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 谷 　光 　　　透

�����
 ����	���がこの病院で，いわゆる総合医療情報システム（
���	� ����
	��� �����
）の開発をスター

トさせた．（里村��，���．）なお，�� �	
�� �����	�の医療情報システムの詳細については，里村��）を参照され

たい．

� � ）本稿における第一次フリーマン委員会報告書からの引用箇所は，本文中で（フリーマン報告書，��）とする．

� � ） !"# �において提案される会計目的とは，次の通りである．

�$ 限りある資源を利用することについて意思決定を行うこと．これはもっとも重要な意思決定の領域を確定しまた目

的や目標を決定することをふくむ．

�$ 組織内にある人的資源および物的資源を効率的に指揮，統制すること．

�$ 資源を保全し，その管理について報告すること．

�$ 社会的な機能および統制を容易にすること．

 
����	�  ��%����&  ����	���： !�	��
��� � #	���  ��%����& �����， 
����	�  ��%����&  ��'

��	���，�(	����，)������， �，��**．

（飯野利夫：アメリカ会計学会 　基礎的会計理論，初版，国元書店，� + * ，��*�．）

� � ）本稿における��**年版からの引用箇所は，本文中で（��**年版，��）とする．

� * ） �つの基礎概念（# !), ,"-,�.�!）は，次の通りである．

会計実体（���  ��%����& ������），活動の継続性（,����%��� �  ���(���），客観的証拠（"/0����(� �(������），

保守主義（,����(	���），継続性（,���������），十分な公開と重要性（1%�� 2�����%�� 	�� 3	����	����），安定

した貨幣単位（!�	/�� 3���	�� 4���），期間性（.���������），測定の基礎（#	��� � 5	�%	���）

� � ） �つの会計コンベンションは，次の通りである．

発生主義（ ���%	� #	��� �  ��%����&），基金会計（1%��  ��%����&），費用収益対応の原則（3	�����& ��(��%��

	�� ��������）
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